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小島祥敬. ロボット支援前立腺全摘除術後の尿失禁遷延因子. 日本泌尿器腫瘍学会第3回学術集会; 20171022; 東
京. 
 
星 誠二, 石橋 啓, 丹治 亮, 滝浪瑠璃子, 松岡香菜子, 秦 淳也, 胡口智之, 矢部通弘, 佐藤雄一, 赤
井畑秀則, 片岡政雄, 小川総一郎, 羽賀宣博, 相川 健, 小島祥敬. FDG-PET/MRIにおける定量的指標は前

立腺癌において悪性度を予測する. 日本泌尿器腫瘍学会第3回学術集会; 20171022; 東京. 
 
小名木彰史, 丹治 亮, 滝浪瑠璃子, 星 誠二, 秦 淳也, 佐藤雄一, 片岡政雄, 小川総一郎, 羽賀宣博, 
石橋 啓, 相川 健, 小島祥敬. ニボルマブ投与により完全奏功を得たがACTH単独欠損症を合併した進行性

腎細胞癌の1例. 第256回日本泌尿器学会東北地方会; 20171028; 秋田. 
 
丹治 亮, 小川総一郎, 小名木彰史, 滝浪瑠璃子, 星 誠二, 秦 淳也, 佐藤雄一, 赤井畑秀則, 片岡政雄, 
羽賀宣博, 石橋 啓, 相川 健, 小島祥敬, 喜古雄一郎, 橋本優子. 男性不妊症を契機に発見された前立腺セ

ミノーマの1例. 第256回日本泌尿器学会東北地方会; 20171028; 秋田. 
 
丹治 亮, 羽賀宣博, 松岡香菜子, 胡口智之, 星 誠二, 赤井畑秀則, 小川総一郎, 石橋 啓, 相川 健, 
小島祥敬. ロボット支援前立腺全摘除術後に発症する重症尿失禁遷延危険因子の探索. 第31回日本泌尿器内視鏡

学会総会; 20171116; 徳島. 
 
内田久志, 村上房夫, 川島洋平, 松岡香菜子, 小島祥敬. 腹腔鏡下膀胱全摘除術における術後再発症例の検討. 
第31回日本泌尿器内視鏡学会総会; 20171117; 徳島. 
 
亀岡 浩, 田辺和也, 内田久志, 千葉茂寿, 熊谷 伸, 小島祥敬. 当科における前立腺癌の手術成績. 第31回

日本泌尿器内視鏡学会総会; 20171117; 徳島. 
 
赤井畑秀則, 羽賀宣博, 丹治 亮, 小名木彰史, 滝浪瑠璃子, 星 誠二, 秦 淳也, 片岡政雄, 小川総一郎, 
小島祥敬. 腎周囲脂肪が腹腔鏡術後腎機能低下の危険因子となる. 第31回日本泌尿器内視鏡学会総会; 20171118; 
徳島. 
 
小名木彰史, 胡口智之, 星 誠二, 矢部通弘, 佐藤雄一, 小川総一郎, 羽賀宣博, 石橋 啓, 相川 健, 小
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島祥敬. ロボット支援前立腺全摘除術後のCK上昇と術後腎機能の関連性およびその危険因子の探索. 第31回日

本泌尿器内視鏡学会総会; 20171118; 徳島. 
 
片岡政雄, 松岡香菜子, 秦 淳也, 矢部通弘, 赤井畑秀則, 小川総一郎, 羽賀宣博, 石橋 啓, 小島祥敬. 
腹腔鏡下側方脱修復術と前膣壁形成術を施行した化学繊維アレルギーを伴う膀胱脱の1例. 第31回日本泌尿器内

視鏡学会総会; 20171118; 徳島. 
 
滝浪瑠璃子, 小名木彰史, 胡口智之, 秦 淳也, 佐藤雄一, 小川総一郎, 羽賀宣博, 石橋 啓, 相川 健, 
小島祥敬. 腹腔鏡下腎摘除術後のクレアチニンキナーゼ(CK)上昇因子の検討. 第31回日本泌尿器内視鏡学会総会; 
20171118; 徳島. 
 
小川総一郎, 羽賀宣博, 秦 淳也, 佐藤雄一, 片岡政雄, 小島祥敬. ロボット支援前立腺全摘除術後に尿失禁

が遷延する因子. 第30回日本内視鏡外科学会総会; 20171209; 京都. 
 
秦 淳也, 関根英治, 丹治 亮, 小名木彰史, 滝浪瑠璃子, 星 誠二, 佐藤雄一, 赤井畑秀則, 小川総一郎, 
片岡政雄, 羽賀宣博, 石橋 啓, 相川 健, 小島祥敬. 自己免疫反応による補体活性化を介した前立腺肥大症発

症機序の解明. 第33回前立腺シンポジウム; 20171209; 東京. 
 
秦 淳也, 小名木彰史, 丹治 亮, 滝浪瑠璃子, 星 誠二, 佐藤雄一, 赤井畑秀則, 小川総一郎, 片岡政雄, 
羽賀宣博, 石橋 啓, 相川 健, 小島祥敬. ドナー側因子からみた移植腎機能低下危険因子の探索. 第97回福

島腎不全研究会; 20171210; 郡山. 
 
〔シンポジウム〕 
 
Kojima Yoshiyuki. Case Management for BPH & LUTS. Advancements in Urology 2017; 20170114; San Diego, 
USA. 
 
Kojima Yoshiyuki. Panel Discussion on Clinical Cases: What is Your Choice of Treatment. American Urological 
Association 2017; 20170514; Boston, USA. 
 
小川総一郎. 階層クラスタリングを用いた筋層非浸潤性膀胱癌の進展予測. IFO Urology Forum 2017 in 
MORIOKA; 20170218; 盛岡. 
 
石橋 啓, 矢部通弘, 秦 淳也, 松岡香菜子, 胡口智之, 佐藤雄一, 赤井畑秀則, 片岡政雄, 小川総一郎, 
羽賀宣博, 櫛田信博, 相川 健, 小島祥敬. 腎癌におけるMET発現と分子標的薬耐性について. 第26回泌尿

器科分子・細胞研究会; 20170311; 大分. 
 
片岡政雄. 福島県立医科大学泌尿器科学講座50年の歴史とこれから～震災を乗り越え、いま天命を知る～. 第
255回日本泌尿器科会東北地方会; 20170415; 青森. 
 
星 誠二, 秦 淳也, 佐藤雄一, 赤井畑秀則, 片岡政雄, 小川総一郎, 羽賀宣博, 石橋 啓, 相川 健, 小
島祥敬. 両側性原発性アルドステロン症に対する片側摘除術の適応と有効性. 第29回日本内分泌外科学会総会; 
20170518; 神戸. 
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松岡香菜子, 星 誠二, 胡口智之, 佐藤雄一, 小川総一郎, 羽賀宣博, 小島祥敬. 後期研修医の立場から：女

性として医師としてライフイベントと向き合うために. 第26回日本小児泌尿器科学会総会・学術集会合うために; 
20170706; 名古屋. 
 
佐藤雄一, 小島祥敬. ふくしまのこども医療の明るい未来を切り拓く. 第26回日本小児泌尿器科学会総会・学術

集会; 20170707; 名古屋. 
 
小島祥敬. 高齢化社会における未来の医療について. Takeda Urology Seminar 2017; 20170805; 宮崎. 
 
佐藤雄一, 丹治 亮, 滝浪瑠璃子, 星 誠二, 秦 淳也, 赤井畑秀則, 片岡政雄, 小川総一郎, 羽賀宣博, 
石橋 啓, 相川 健, 小島祥敬. 先天性水腎症に対する当科での治療経験～小児先天性水腎症（腎盂尿管移行部

通過障害）診療手引き2016を用いて～. 第82回日本泌尿器科学会東部総会; 20170916; 東京. 
 
星 誠二, 石橋 啓, 小名木彰史, 丹治 亮, 滝浪瑠璃子, 秦 淳也, 佐藤雄一, 片岡政雄, 小川総一郎, 
羽賀宣博, 相川 健, 小島祥敬. 前立腺癌の局所診断と質的診断におけるPET/MRIの活用. 第82回日本泌尿器

科学会東部総会; 20170917; 東京. 
 
小川総一郎, 羽賀宣博, 星 誠二, 秦 淳也, 佐藤雄一, 赤井畑秀則, 片岡政雄, 石橋 啓, 相川 健, 小
島祥敬. 腹腔鏡下腎部分切除術の現状と課題. 第31回日本泌尿器内視鏡学会総会; 20171117; 徳島. 
 
片岡政雄, 星 誠二, 秦 淳也, 佐藤雄一, 赤井畑秀則, 小川総一郎, 羽賀宣博, 石橋 啓, 相川 健, 小
島祥敬. 温存・再建・補強によるロボット支援前立腺全摘除術後の尿禁制確保のための術式の工夫. 第31回日本

泌尿器内視鏡学会総会; 20171117; 徳島. 
 
羽賀宣博, 滝浪瑠璃子, 丹治 亮, 小名木彰史, 星 誠二, 秦 淳也, 赤井畑秀則, 佐藤雄一, 片岡政雄, 
小島祥敬. 腹腔鏡下腎盂形成術の術前プランニング. 第31回日本泌尿器内視鏡学会総会; 20171118; 徳島. 
 
石橋 啓. 使用経験の共有とオプジーボの可能性について. RCC Conference in Tohoku; 20171202; 仙台. 
 
〔特別講演〕 
 
羽賀宣博. ロボット支援前立腺全摘術後の尿失禁克服に向けた病態メカニズムの解明 －新たな術式開発のための

取り組み－. 平成28年度「福島医学会学術奨励賞」受賞記念講演; 20170126; 福島. 
 
相川 健. おしっこの悩み別、原因と対策. 福島県立医科大学公開講座 話しにくい泌尿器の病気のお話し～がん

からおしっこの悩みまで、テレビでもおなじみの医師が解説～; 20170205; 福島. 
 
小島祥敬. 泌尿器がんのお話－早期発見のためのポイント－. 福島県立医科大学公開講座 話しにくい泌尿器の病

気のお話し～がんからおしっこの悩みまで、テレビでもおなじみの医師が解説～; 20170205; 福島. 
 
小島祥敬. 前立腺癌に対するロボット支援前立腺全摘除術－術後下部尿路機能障害の病態と術式の開発－. 京葉泌

尿器疾患懇話会; 20170208; 千葉. 
 
石橋 啓. 前立腺癌骨転移症例の治療について. 第82回県北腎泌尿器疾患研究会; 20170209; 福島. 
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小島祥敬. 前立腺肥大症におけるトランスレーショナルリサーチ－Precision Medicineと細胞増殖機構解明に向け

た基礎的研究－. 第23回埼玉排尿障害セミナー; 20170217; 埼玉. 
 
小島祥敬. 過活動膀胱と性. 第13回青森県排尿障害研究会; 20170223; 青森. 
 
赤井畑秀則. 過活動膀胱における組織特異的発現遺伝子解析と新規尿中診断マーカーの開発へ向けた基礎的研究. 
第105回日本泌尿器科学会総会; 20170421; 鹿児島. 
 
石橋 啓. 泌尿器癌に関する最新の知見. 泌尿器癌臨床研究多施設合同プログレスミーティング; 20170422; 鹿児

島. 
 
小島祥敬. 福島県の医療・医学を担うために－福島県立医科大学泌尿器科学講座の取り組み－. 福島高校医学部志

望者対象講演会; 20170530; 福島. 
 
片岡政雄. 婦人泌尿器科疾患について－骨盤底再建手術を中心に－. 第83回県北腎泌尿器疾患研究会; 20170608; 
福島. 
 
羽賀宣博. ロボット支援前立腺全摘術後の尿失禁克服に向けた病態メカニズムの解明－新術式開発のための私達の

取り組みについて－. 第43回うつくしま泌尿器科研究会・第9回福島県泌尿器手術手技研究会; 20170624; 郡山. 
 
小川総一郎. 腎部分切除術の工夫と治療成績. 第43回うつくしま泌尿器科研究会・第9回福島県泌尿器手術手技

研究会; 20170624; 郡山. 
 
小島祥敬. 小児泌尿器科学研究－医学生・研修医へのメッセージ－. 第26回日本小児泌尿器科学会総会・学術集

会; 20170705; 名古屋. 
 
石橋 啓, 胡口智之, 小名木彰史, 丹治 亮, 滝浪瑠璃子, 星 誠二, 秦 淳也, 佐藤雄一, 赤井畑秀則, 
片岡政雄, 小川総一郎, 羽賀宣博, 相川 健, 小島祥敬. 腎癌における IL-6発現による薬剤耐性機序の解明. 
第12回Basic Urology Research Seminar; 20170826; 徳島. 
 
石橋 啓. 去勢抵抗性前立腺がんの治療選択肢～Enzalutamideの治療成績～. 須賀川地区学術講演会・第46回

うつくしま泌尿器科研究会; 20171109; 須賀川. 
 
小島祥敬. 前立腺がんの診断と治療－最新医療と病診連携－. 須賀川地区学術講演会・第46回うつくしま泌尿器

科研究会; 20171109; 須賀川. 
 
小島祥敬. 手術支援ロボット「ダ・ヴィンチ」の実力. 福島県立医科大学公開講座 がん外科治療最前線～乳が

ん・前立腺がん編～; 20171119; 福島. 
 
石橋 啓. 腎癌における薬剤耐性機序の解明. Tohoku RCC Seminar; 20171216; 仙台. 
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〔招待講演〕 
 
Kojima Yoshiyuki. Urinary incontinence after robot-assisted radical prostatectomy: pathophysiology and 
intraoperative techniques to improve surgical outcome. Lecture in Renmin Hospital of Wuhan University; 
20170316; Wuhan, China. 
 
小島祥敬. 福島県における最新医療－ロボット支援手術－. 磐城高校医学部志望者対象講演会; 20170908; いわき. 
 
小島祥敬. 小児泌尿器科疾患に対する腹腔鏡手術 腹腔鏡手術を体験しよう!! 福島高校第4回リベラル・ゼミ; 
20170921; 福島. 
 
小島祥敬. ロボット支援前立腺全摘除術における尿失禁の予測因子と術式の工夫. 第10回泌尿器疾患連携の会; 
20170922; 福岡. 
 
小島祥敬. 基礎研究のスゝメ －若手医師へのメッセージ－. 広島泌尿器科専門研修セミナー; 20171125; 広島. 
 
秦 淳也. 腎提供発生時の対応について. 我々にもできるかもしれない県中・県南臓器移植勉強会～興味をもった

あなたはすでにコーディネーターかもしれない～; 20171129; 郡山. 
 
小島祥敬. 停留精巣と不妊症－発症機序の解明と造精機能獲得に向けた基礎的研究－. 和歌山県立医科大学遺伝子

制御学研究部セミナー; 20171130; 和歌山. 
 
小島祥敬. 一般臨床医が知っておくべき泌尿器疾患－福島県立医科大学泌尿器科の取り組み－. 光が丘協議会ステ

ップアップセミナー; 20171201; 南相馬. 
 
〔その他〕 
 
羽賀宣博. 閑話：てらこ屋に参加して研究の質が変わった！ふくしまから質の高い臨床研究を発信しよう 私がて

らこ屋から学んだこと. 第5回臨床研究てらこ屋 in 福島; 20170923; 福島. 
 
小島祥敬, 小川総一郎. 膀胱がんってどんな病気？～サインを見逃さずに早めの検査を～. テレビ番組 福島県

医師会シリーズNo.75（福島テレビ）; 20171009; 福島. 
 
小島祥敬. ロボット支援手術で前立腺がんを治す. 第7回福島県立医科大学光翔祭; 20171014; 福島. 
 
泌尿器科学講座. 福医大病院を認可 小児疾患「膀胱尿管逆流」の腹腔鏡下手術. 福島民報（新聞報道）; 
20171109; 24. 
 
泌尿器科学講座. 福島医大の「膀胱尿管逆流」手術 国の先進医療認可. 福島民友（新聞報道）; 20171109; 3. 
 
小島祥敬. 泌尿器科救急疾患とその対処法. 大原綜合病院泌尿器科勉強会; 20171228; 福島. 
 
松岡香菜子. 福島県立医大泌尿器科学講座 実際どうなのか. 大原綜合病院泌尿器科勉強会; 20171228; 福島. 
 


